
75x45x3.2

75x45x3.2

埋込レール　撤去

FB 50x4.5 OP

75x45x3.2 OP
スチールフレーム75x45x3.2 OP

縦格子60x30x2.3 @100 OP

既存スチール門扉　引き分け式W6000（撤去）

A部既存立断面

カンヌキ13Ø OP

T
4

T
3

E

M

掲
示
板

掲
示
板

K
1

制

F

F

車
止

車
止

図面

区分

図面

番号

鶴ヶ島中学校大規模改修工事

正門側門扉改修　既存図

建築意匠縮尺図面内容

1/300 1/30
第３１７５４５号

一級建築士登録

梅澤　裕介

東京都 第54196号

東京都千代田区西神田2-5-2 TASビル5FTEL03-6682-4111

ＫＵＪＩ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ ＳＴＵＤＩＯ　・　ＴＯＫＹＯ

会社

株式
東京支社

A-368

　A

　B

　C

　D

正門部改修キープラン

◯正門部改修概要

左記　A　から　D　の門扉部分について、既存門扉

を撤去し、新たに門扉を設置するものとする。

　A 　撤去　B 　撤去

　C 　撤去

両開き門扉

スチール製　縦格子

W3800　H1200

両引き門扉

スチール製　縦格子

W6000　H1200

片開き通用門

スチール製　縦格子

W900　H1200

　D 　撤去

両開き門扉

スチール製　縦格子

W5000　H1200

A・B部既存平面図

C部既存平面図 D部既存平面図



 

 

図面

区分

図面

番号

鶴ヶ島中学校大規模改修工事

正門側門扉改修　A部改修門扉参考図

建築意匠縮尺図面内容

1/300 1/30
第３１７５４５号

一級建築士登録

梅澤　裕介

東京都 第54196号

東京都千代田区西神田2-5-2 TASビル5FTEL03-6682-4111

ＫＵＪＩ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ ＳＴＵＤＩＯ　・　ＴＯＫＹＯ

会社

株式
東京支社

A-369

A部改修門扉　参考詳細図 埋込レール部詳細図

LIXIL ｼﾞｬﾝﾎﾞｽﾗｲﾄﾞN-AL型 E2ﾀｲﾌﾟ 両引き H14同等品以上

AutoCAD SHX Text
胴縁 35x19

AutoCAD SHX Text
ﾚｰﾙ

AutoCAD SHX Text
後ｽﾄｯﾊﾟｰ (後施工)

AutoCAD SHX Text
前ｽﾄｯﾊﾟｰ (後施工)

AutoCAD SHX Text
戸当りｶﾏﾁ 113x60 113x60 ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5

AutoCAD SHX Text
中桟 70x32 ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5

AutoCAD SHX Text
上桟笠木 60x10 ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5

AutoCAD SHX Text
後ｶﾏﾁ 60x60 60x60 ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5

AutoCAD SHX Text
下桟 130x59 ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5

AutoCAD SHX Text
縦格子 30x15(ﾋﾟｯﾁ100) ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5

AutoCAD SHX Text
全閉時

AutoCAD SHX Text
(敷地側)

AutoCAD SHX Text
(道路側)

AutoCAD SHX Text
全開時

AutoCAD SHX Text
引戸本体

AutoCAD SHX Text
ﾚｰﾙ

AutoCAD SHX Text
ﾌﾞﾛｯｸ又は門柱

AutoCAD SHX Text
引戸本体

AutoCAD SHX Text
上桟 130x59 ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5

AutoCAD SHX Text
控え柱 70x55 ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5

AutoCAD SHX Text
<道路側>

AutoCAD SHX Text
<敷地側>

AutoCAD SHX Text
控え柱 70x55 ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5

AutoCAD SHX Text
側桁 121.2x59 ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5

AutoCAD SHX Text
後ｽﾄｯﾊﾟｰ

AutoCAD SHX Text
前ｽﾄｯﾊﾟｰ

AutoCAD SHX Text
上桟

AutoCAD SHX Text
130x59

AutoCAD SHX Text
主要部材寸法表

AutoCAD SHX Text
113x60

AutoCAD SHX Text
陽極酸化塗装複合皮膜

AutoCAD SHX Text
ｱﾙﾐ形材 A6063S-T5

AutoCAD SHX Text
外径x厚さ

AutoCAD SHX Text
材  質

AutoCAD SHX Text
表面処理・塗装

AutoCAD SHX Text
下桟

AutoCAD SHX Text
戸当りｶﾏﾁ

AutoCAD SHX Text
中桟

AutoCAD SHX Text
縦格子

AutoCAD SHX Text
側桁

AutoCAD SHX Text
70x32

AutoCAD SHX Text
30x15

AutoCAD SHX Text
121.2x59 

AutoCAD SHX Text
部 材 名

AutoCAD SHX Text
ﾚｰﾙ(ｽﾁｰﾙ)

AutoCAD SHX Text
ﾋﾞｽ･ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ類

AutoCAD SHX Text
ｽﾁｰﾙ材 SGHC

AutoCAD SHX Text
ｽﾃﾝﾚｽ材 SUS304

AutoCAD SHX Text
溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼板

AutoCAD SHX Text
ｽﾃﾝﾚｽ材 SUS304

AutoCAD SHX Text
後ろｶﾏﾁ

AutoCAD SHX Text
60x60

AutoCAD SHX Text
控え柱

AutoCAD SHX Text
ﾚｰﾙ(ｽﾃﾝﾚｽ)

AutoCAD SHX Text
130x59

AutoCAD SHX Text
70x55

AutoCAD SHX Text
後桁

AutoCAD SHX Text
127.7x59 

AutoCAD SHX Text
後桁・側桁ｶﾊﾞｰ

AutoCAD SHX Text
60x10

AutoCAD SHX Text
側桁前ｶﾊﾞｰ

AutoCAD SHX Text
55x55.5

AutoCAD SHX Text
上桟笠木

AutoCAD SHX Text
60x10

AutoCAD SHX Text
(寸法単位:mm)

AutoCAD SHX Text
桟溝ｶﾊﾞｰ

AutoCAD SHX Text
32.5x4.5

AutoCAD SHX Text
※ﾚｰﾙ材質は指定されたﾚｰﾙｾｯﾄにより材質が異なります>    ｽﾃﾝﾚｽﾚｰﾙの場合SUS304,ｽﾁｰﾙﾚｰﾙの場合SGHCとなります>

AutoCAD SHX Text
縦格子 30x15

AutoCAD SHX Text
ﾚｰﾙ枕木 30x30x3.2t SPCC

AutoCAD SHX Text
ﾚｰﾙｱﾝｶｰ W1/4x100(SS400)

AutoCAD SHX Text
前後ｽﾄｯﾊﾟｰ 75x75xt6(SUS304)

AutoCAD SHX Text
ｽﾄｯﾊﾟｰ裏板 t4.5(SS400)

AutoCAD SHX Text
上下桟溝ｶﾊﾞｰ 32.5x4.5

AutoCAD SHX Text
下桟 139x59

AutoCAD SHX Text
ﾚｰﾙ t1.5(ｽﾃﾝﾚｽ:SUS304) t1.6(ｽﾁｰﾙ:SGHC)  

AutoCAD SHX Text
後桁 127.7x59

AutoCAD SHX Text
戸車 φ60(SUS304)

AutoCAD SHX Text
控え柱 70x55

AutoCAD SHX Text
控え柱ﾌﾞﾗｹｯﾄ下 AC4C-T6

AutoCAD SHX Text
側桁 121.2x59

AutoCAD SHX Text
転倒防止金具 t4 (SUS304)



図面

区分

図面

番号

鶴ヶ島中学校大規模改修工事

正門側門扉改修　B・C・D部改修門扉参考図

建築意匠縮尺図面内容

1/300 1/30
第３１７５４５号

一級建築士登録

梅澤　裕介

東京都 第54196号

東京都千代田区西神田2-5-2 TASビル5FTEL03-6682-4111

ＫＵＪＩ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ ＳＴＵＤＩＯ　・　ＴＯＫＹＯ

会社

株式
東京支社

A-370

B部改修門扉　参考詳細図

C・D部改修門扉　参考詳細図

C部W:約3200

D部W:約4400

LIXIL 開き門扉AR　TH型同等品以上

LIXIL JM1N型【キャスター仕様】同等品以上

AutoCAD SHX Text
主要部材寸法表

AutoCAD SHX Text
部 材 名

AutoCAD SHX Text
外径

AutoCAD SHX Text
表面処理,塗装

AutoCAD SHX Text
(寸法単位:mm)

AutoCAD SHX Text
材    質

AutoCAD SHX Text
ｽﾃﾝﾚｽ材 SUS304

AutoCAD SHX Text
ﾋﾞｽ,ﾎﾞﾙﾄ,ﾅｯﾄ類

AutoCAD SHX Text
縦格子

AutoCAD SHX Text
胴縁

AutoCAD SHX Text
柱

AutoCAD SHX Text
100x30

AutoCAD SHX Text
30x15 

AutoCAD SHX Text
100x100

AutoCAD SHX Text
100x50

AutoCAD SHX Text
框

AutoCAD SHX Text
ｱﾙﾐ形材 JIS H 4100 A6063SS-T5

AutoCAD SHX Text
陽極酸化塗装複合皮膜

AutoCAD SHX Text
胴縁 100x30 ｱﾙﾐ形材 A6063SS-T5

AutoCAD SHX Text
縦格子 30x15 ｱﾙﾐ形材 A6063SS-T5

AutoCAD SHX Text
柱 100x100 ｱﾙﾐ形材 A6063SS-T5

AutoCAD SHX Text
框 100x50 ｱﾙﾐ形材 A6063SS-T5

AutoCAD SHX Text
150

AutoCAD SHX Text
1200

AutoCAD SHX Text
1500

AutoCAD SHX Text
100

AutoCAD SHX Text
門扉高さ 1600

AutoCAD SHX Text
吊元門柱高さ

AutoCAD SHX Text
1622.5

AutoCAD SHX Text
150

AutoCAD SHX Text
2107

AutoCAD SHX Text
500

AutoCAD SHX Text
100

AutoCAD SHX Text
500

AutoCAD SHX Text
100

AutoCAD SHX Text
錠高さ

AutoCAD SHX Text
900

AutoCAD SHX Text
200

AutoCAD SHX Text
17

AutoCAD SHX Text
125

AutoCAD SHX Text
34

AutoCAD SHX Text
125

AutoCAD SHX Text
W+306

AutoCAD SHX Text
600

AutoCAD SHX Text
W/2+47

AutoCAD SHX Text
門柱内々寸法 W+179

AutoCAD SHX Text
門柱芯々寸法 W+304

AutoCAD SHX Text
ﾊﾝﾄﾞﾙ含む有効開口幅 W-122

AutoCAD SHX Text
90°開時実有効開口幅 W

AutoCAD SHX Text
開口規制柱(ｵﾌﾟｼｮﾝ)

AutoCAD SHX Text
ﾊﾝﾄﾞﾙ高さ

AutoCAD SHX Text
1100

AutoCAD SHX Text
上下桟

AutoCAD SHX Text
139×59

AutoCAD SHX Text
上桟ｶﾊﾞｰ

AutoCAD SHX Text
12.5×55.9

AutoCAD SHX Text
戸当りかまち

AutoCAD SHX Text
100×60

AutoCAD SHX Text
吊元かまち

AutoCAD SHX Text
100×60

AutoCAD SHX Text
左吊元門柱

AutoCAD SHX Text
125×125

AutoCAD SHX Text
右吊元門柱

AutoCAD SHX Text
125×125

AutoCAD SHX Text
中桟

AutoCAD SHX Text
70×53

AutoCAD SHX Text
縦格子

AutoCAD SHX Text
25×30 ﾋﾟｯﾁ95

AutoCAD SHX Text
100

AutoCAD SHX Text
165

AutoCAD SHX Text
3

AutoCAD SHX Text
4209.5

AutoCAD SHX Text
600

AutoCAD SHX Text
W/2+47

AutoCAD SHX Text
34

AutoCAD SHX Text
500

AutoCAD SHX Text
10

AutoCAD SHX Text
10

AutoCAD SHX Text
500

AutoCAD SHX Text
100

AutoCAD SHX Text
50

AutoCAD SHX Text
R2107.5

AutoCAD SHX Text
50

AutoCAD SHX Text
R2107.5

AutoCAD SHX Text
開口規制柱(ｵﾌﾟｼｮﾝ)













断面詳細図（2）（改修）

断面詳細図（2）（改修）断面詳細図（1）（改修）

平面詳細図（改修）

平面詳細図（改修） 断面詳細図（1）（改修）
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スロープ 櫛引仕上げ 1/12勾配【新設】

スロープ手すり【新設】:

SUS製ベースプレート仕様

H=650・800

D13＠200縦横

コーナー・端部D13

▼1FL-350

既存床モルタル部【目荒らし】

スロープ手すり: SUS製ベースプレート仕様

H=650・800【新設】

▼地盤面

D13＠200縦横

コーナー・端部D13

再生クラッシャーラン（RC-40）t=100
再生クラッシャーラン（RC-40）t=100

スロープ床部：

成形伸縮目地W=20【新設】

スロープ 櫛引仕上げ 1/12勾配【新設】

スロープ手すり【新設】:SUS製ベースプレート仕様 H=650・800

スロープ 櫛引仕上げ 1/12勾配【新設】 成形伸縮目地W=20【新設】

視覚障害者誘導用床ブロック【新設】

建物正面スロープ【新設】　S=1/40　  1か所　外部

スロープ 櫛引仕上げ 1/15勾配【新設】

D13＠200縦横

コーナー・端部D13

▼地盤面

再生クラッシャーラン（RC-40）t=100

スロープ 櫛引仕上げ 1/15勾配【新設】

▼1FL

▼地盤面

D13＠200縦横

コーナー・端部D13

再生クラッシャーラン（RC-40）t=100

スロープ 櫛引仕上げ 1/15勾配【新設】

成形伸縮目地W=20【新設】

保健室前スロープ【新設】　S=1/40　  1か所　外部

※コンクリート FC=18 SL=18 鉄筋 SD295A

※既存段部の形状は想定であり、工事着手前に現地調査を行い、既設取合部は実測すること。監督員と協議の上、施工のこと。

※既設仕上げ及び下地が作業に支障をきたす場合は作業範囲まで最小の範囲で撤去復旧のこと。

※図中寸法については、現場実測を行い、監督員承認の上、施工すること。

※成形伸縮目地 W=20は、「タイセイ　エキスパンタイ TE型 W=20 H=150」同等品以上とする。

※コンクリート表面にはコンクリート保護剤を塗布することし、コンクリート保護剤は「菊水化学工業　キクスイ SA工法（シリコン仕上げ）」同等品以上とする。

※コンクリート FC=18 SL=18 鉄筋 SD295A

※既存段部の形状は想定であり、工事着手前に現地調査を行い、既設取合部は実測すること。監督員と協議の上、施工のこと。

※既設仕上げ及び下地が作業に支障をきたす場合は作業範囲まで最小の範囲で撤去復旧のこと。

※図中寸法については、現場実測を行い、監督員承認の上、施工すること。

※成形伸縮目地 W=20は、「タイセイ　エキスパンタイ TE型 W=20 H=150」同等品以上とする。

※コンクリート表面にはコンクリート保護剤を塗布することし、コンクリート保護剤は「菊水化学工業　キクスイ SA工法（シリコン仕上げ）」同等品以上とする。

▼1FL

工事名称

図面内容 図面

区分

特 記 業務番号

一級建築士登録

一級建築士事務所 承 認

建築意匠

図面

番号

ＫＵＪＩ  ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ  ＳＴＵＤＩＯ

会社
株式

審 査 検 図 製 図

縮尺
第３２３３２４号

千葉 聡

埼玉県(1)第11789号

埼玉県さいたま市桜区西堀8−20−27 サニープレイス201号 TEL048-789-6033

埼玉事務所 23110

A3:S=1/40

鶴ヶ島中学校大規模改修工事

A-376スロープ詳細図（改修）
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5M20M 中央

物入（撤去）

女子便所男子便所

機械室

ロッカー室

(女子)

ロッカー室

(男子)

倉庫

500 1000

1000 500

アルミ製フェンス H=1500（既存のまま）

2
1
5
0
0

SUS製格子蓋（既存のまま）
アルミ製フェンス H=1500（既存のまま）

プールサイド排水溝（既存のまま）

合成樹脂塗り床材コーティング

（ノンスリップ）

（既存のまま） SUS製格子蓋

（既存のまま）

アルミ製庇

（撤去）

プール 13Mx25M 6コース

平均水深1.1M

SUS製格子蓋

砂溜

（既存のまま）

アルミ製フェンス H=1500（既存のまま）

SUS製格子蓋（既存のまま）
アルミ製フェンス H=1500（既存のまま）

プールサイド排水溝（既存のまま）

合成樹脂塗り床材コーティング

（ノンスリップ）

（既存のまま）

SUS製格子蓋

（既存のまま）

プールサイド床: 長尺塩ビシート貼

（ノンスリップ）（既存のまま）

水深タイル1.2M

（既存のまま）

剣先付フェンス（目隠しネット共）（既存のまま）

物入（撤去）

SUS製格子蓋

（既存のまま）

SUS製格子蓋

（既存のまま）

SUS製格子蓋（既存のまま）

床: 長尺塩ビシート貼

（ノンスリップ）

（既存のまま）

洗眼台

（既存のまま）

アルミ製フェンス
H=1500
（既存のまま）

上屋のみ（撤去）範囲

上屋のみ（撤去）範囲
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擁壁（既存のまま）
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アルミ製フェンス H=1500

（既存のまま）

アルミ製門扉 W2000 H1500

（既存のまま）

アルミ製庇（撤去）

上屋のみ（撤去）範囲 上屋のみ（撤去）範囲

520 6050 820 820 4700 505

Y10 Y2 Y1Y5Y6Y9

アルミ製フェンス H=1500

（既存のまま）

上屋のみ（撤去）範囲 上屋のみ（撤去）範囲アルミ製庇（撤去）

505 4700 820 820 6050 520

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8
X9 X10 X11

アルミ製フェンス H=1500（既存のまま）

アルミ製庇

（撤去）

アルミ製フェンス H=1500

（既存のまま）

上屋のみ（撤去）範囲

500 3600 3600 500

既存

Ｄ Ｂ

Ａ

Ｃ

展開方向

・既存建物竣工当時の既存図面において一部不整合があるため、工事着手前に現

地調査を行い、既設取合部は実測し、設計図書通り行えない場合は、監督員と協

議の上、施工のこと。

・既存仕上げ及び下地が作業に支障をきたす場合は作業範囲まで最小の範囲で撤

去復旧のこと。

・工事範囲外の部分であってもクリーニングを行うこと。

・各アスファルト防水層（撤去部）はアスベスト含有見込みとしており、本工事

内でアスベスト含有建材サンプリング調査を行うこと。調査箇所は3検体（2階屋

上、R階屋上、各階便所）とする。調査の結果、アスベスト含有建材ではないと

判明した場合は設計変更の対象とする。

工事名称

図面内容 図面

区分

特 記 業務番号

一級建築士登録

一級建築士事務所 承 認

建築意匠

図面

番号

ＫＵＪＩ  ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ  ＳＴＵＤＩＯ

会社
株式

審 査 検 図 製 図

縮尺
第３２３３２４号

千葉 聡

埼玉県(1)第11789号

埼玉県さいたま市桜区西堀8−20−27 サニープレイス201号 TEL048-789-6033

埼玉事務所 23110

A3:S=1/200

鶴ヶ島中学校大規模改修工事

A-377【プール棟（解体）】平面図・立面図（既存）

平面図

東側立面図

北側立面図 南側立面図

N



X9

X9

X10

X10

X11

X11

Y1 Y1

Y5Y5

7050

3525 3525

7
5

5
9
0
0

7
57
5

5
9
0
0

7
5

2
0
0
0

3
9
0
0

1
3
0
0

80
0

AD
1

AD
1

CB t=150

ロッカー室

(女子)

倉庫

ロッカー室

(男子)

2000 7050 75

3525 3525

1600 1600

AD
1

75 75

150

AW
1

AW
1

棚

75
75

150

400

450

300

床: 長尺塩ビシート貼

（ノンスリップ）

（撤去）

75

ロッカー

（撤去）

下駄箱

（撤去）

ロッカー

（撤去）

ロッカー

（撤去）
下駄箱

（撤去）

ロッカー

（撤去）

床: 長尺塩ビシート貼

（ノンスリップ）

（撤去）

アルミ製庇

（撤去）

排水溝:SUS製グレーチング（撤去）

後に、既存コンクリート部目荒らしの上、

普通コンクリート【新設（溶接金網 CD-6 100x100共）】

排水溝:SUS製グレーチング（撤去）

後に、既存コンクリート部目荒らしの上、

普通コンクリート【新設（溶接金網 CD-6 100x100共）】

棚（撤去）

X9

X9

X10

X10

X11

X11

Y6Y6

Y9Y9

75 7050 75

2800 2140 2110

1600 1600 1600

1200

AW
1

AW
1

AW
1

7
5

4
5
5
0

7
5

1
7
7
5

2
7
7
5

2
5
6
0

R1400

900 2260 900

580 580

2
0

1
5
0

2
0

1
1
4
0

1
4
4
5

1
1
0
0

900 900

1
1
0
0

75 2800 4250 75

800 2650 800

男子便所 女子便所

機械室

2
9
5
0

1
6
0
0

7
5

4
5
5
0

7
5

1
6
0
0

DN

8
0
0

物入 物入

CB t=150 CB t=150

床: コンクリート t=150

+長尺塩ビシート貼（ノンスリップ）

床: 土間コンクリート t=120床: 土間コンクリート t=120

+モルタル金ゴテ押え

WD
1

WD
1

TB
1

TB
2

AD
2

和便器（撤去（機械設備工事））

後に、普通コンクリートt=130【新設（溶接金網 CD-6 100x100共）】

600

3
0
0

1200

8
0
5

上屋（撤去）後、

押出法ポリスチレンフォーム保温材

３種b t=50x14【新設】

普通コンクリートt=130

【新設（溶接金網 CD-6 100x100共）】

上屋（撤去）後、

押出法ポリスチレンフォーム保温材

３種b t=50x3【新設】

普通コンクリートt=150

【新設（溶接金網 CD-6 100x100共）】

X9 X10 X11

上屋のみ（撤去）範囲

Y1 Y5

上屋のみ（撤去）範囲

X9X10X11

壁: CB下地 +アクリル系吹付タイル

ラスカット下地 +モルタル刷毛引

+アクリル系吹付タイル

面戸（水切付）

モルタル刷毛引 +アクリル系吹付タイル

上屋のみ（撤去）範囲

Y1Y5

壁: CB下地 +アクリル系吹付タイル

母屋 +OP

ラスカット下地 +モルタル刷毛引

+アクリル系吹付タイル

カラー折板 t=0.8 山高86（断熱材裏打品）
上屋のみ（撤去）範囲

X9 X10 X11

壁: CB下地 +アクリル系吹付タイル

母屋 +OP

臥梁 +アクリル系吹付タイル

ラスカット下地 +モルタル刷毛引

+アクリル系吹付タイル

カラー折板 t=0.8 山高86（断熱材裏打品）

面戸（水切付）

上屋のみ（撤去）範囲

Y6 Y9

上屋のみ（撤去）範囲

X9X10X11

ラスカット下地 +モルタル刷毛引

+アクリル系吹付タイル

上屋のみ（撤去）範囲

Y6Y9

ラスカット下地 +モルタル刷毛引

+アクリル系吹付タイル

上屋のみ（撤去）範囲

既存

・既存建物竣工当時の既存図面において一部不整合があるため、工事着手前に現

地調査を行い、既設取合部は実測し、設計図書通り行えない場合は、監督員と協

議の上、施工のこと。

・既存仕上げ及び下地が作業に支障をきたす場合は作業範囲まで最小の範囲で撤

去復旧のこと。

・工事範囲外の部分であってもクリーニングを行うこと。

・各アスファルト防水層（撤去部）はアスベスト含有見込みとしており、本工事

内でアスベスト含有建材サンプリング調査を行うこと。調査箇所は3検体（2階屋

上、R階屋上、各階便所）とする。調査の結果、アスベスト含有建材ではないと

判明した場合は設計変更の対象とする。

工事名称

図面内容 図面

区分

特 記 業務番号

一級建築士登録

一級建築士事務所 承 認

建築意匠

図面

番号

ＫＵＪＩ  ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ  ＳＴＵＤＩＯ

会社
株式

審 査 検 図 製 図

縮尺
第３２３３２４号

千葉 聡

埼玉県(1)第11789号

埼玉県さいたま市桜区西堀8−20−27 サニープレイス201号 TEL048-789-6033

埼玉事務所

図示による

23110

鶴ヶ島中学校大規模改修工事

A-378【プール棟（解体）】平面詳細図等（既存）

更衣室・倉庫 立面図 S=1:100

北側立面図 東側立面図 南側立面図 西側立面図

機械室・便所 立面図 S=1:100

北側立面図 東側立面図 南側立面図 西側立面図

更衣室・倉庫 平面詳細図 S=1:50 機械室・便所 平面詳細図 S=1:50



設計GL

Y1Y5

100 450 100

150

6
5
0

3
0

1
5
0

1
5
0

5
0
0

2550 3350

75 5900 75

1
5
0

1
2
0

5
9
0

2
6
9
0

8
0
0

4
0
8
0

600 900 

ロッカー室

(女子)

アクリル系吹付タイル（撤去）

FL

下駄箱（撤去）

更衣棚（撤去）

ラスカット下地 +モルタル刷毛引

+アクリル系吹付タイル（撤去）

ラスカット下地 +モルタル刷毛引

+アクリル系吹付タイル（撤去）

壁: CB t=150

+アクリル系吹付タイル

（撤去）

軒先面戸（撤去）

軒先面戸（撤去）

ラスカット下地 +モルタル刷毛引

+アクリル系吹付タイル

（撤去）

ラスカット下地 +モルタル刷毛引

+アクリル系吹付タイル（撤去）

軒先水切（撤去）

塩ビ製角樋 W=120 +VP75（撤去）

ラスカット下地 +モルタル刷毛引

+アクリル系吹付タイル（撤去）

カラー折板 t=0.8 山高86 (断熱材裏打品）（撤去）

壁: CB t=150 両面化粧目地積

+アクリル系吹付タイル（撤去）

D10 @300
1-D10

2-D10

2-D13

設計GL

Y6Y9

4
1
5
5

4
5
5

3
7
0
0

1
6
0

2
5
0
0

1
1
0
0

3
0
0

600 900 

75 4550 75

2775 1775
1600 1475 1475

675

1
5
0

1
2
0

男子便所

2570

1400

20

150

20

1
5
0

3
0

2
0
0

1
2
0

3
0 1
0
0

7
0
0

1
2
0
0

1
0

4
4
0

2
6
0

7
0
0

4
0
0

3
9
5

4
6
0

2
2
0
0

1
1
0
0

1000

FL

壁: 木下地

+フレキシブルボード t=5 +VP

（撤去）

D10 @200 シングル

ラスカット下地 +モルタル刷毛引

+アクリル系吹付タイル

（撤去）

ラスカット下地 +モルタル刷毛引

+アクリル系吹付タイル

（撤去）

壁: CB t=150 +アクリル系吹付タイル

（撤去）

水切（撤去）

カラー折板 t=0.8 山高86 (断熱材裏打品）

（撤去）

軒先面戸（撤去）

軒先面戸（撤去）

ラスカット下地 +モルタル刷毛引

+アクリル系吹付タイル

（撤去）

ラスカット下地 +モルタル刷毛引

+アクリル系吹付タイル（撤去）

壁: 木下地

+フレキシブルボード t=5 +VP

（撤去）

床: 土間コンクリート

+モルタル金ゴテ押え t=30

（既存のまま）

ベース筋 D13 @200

D10 @250

2-D13

2-D13（撤去）
D10 @200 ダブル（撤去）

1-D13（撤去）
人造石研出し（撤去）

D10 @250 チドリ

（撤去）

20
350 160

小便器（撤去）

（機械設備工事）

設計GL

X9 X10 X11

1925 450

1
9
0
0

6
0
0

6
0
0

6
0
0

1
0
0

400

1
3
0
0

倉庫
ロッカー室

(女子)

500 500 

75705075

35253525

FL

5
9
0

2
6
9
0

8
0
0

4
0
8
0

ラスカット下地 +モルタル刷毛引

+アクリル系吹付タイル（撤去）

壁: 木下地 +フレキシブルボード t=5（撤去）

ラスカット下地 +モルタル刷毛引仕上げ（撤去）

壁: CB +アクリル系吹付タイル（撤去）

床: 長尺塩ビシート貼

（ノンスリップ）（撤去）

棚（撤去）

更衣棚（撤去）

ラスカット下地 +モルタル刷毛引

+アクリル系吹付タイル（撤去）

壁: CB（撤去） ラスカット下地 +モルタル刷毛引

+アクリル系吹付タイル（撤去）

ラスカット下地 +モルタル刷毛引

+アクリル系吹付タイル（撤去）

床: 長尺塩ビシート貼

（ノンスリップ）

（撤去）

排水溝:SUS製グレーチング（撤去）

後に、既存コンクリート部目荒らしの上、

普通コンクリート【新設（溶接金網 CD-6 100x100共）】

更衣棚（撤去）

壁: CB +アクリル系吹付タイル

（撤去）

臥梁: モルタル刷毛引

+アクリル系吹付タイル（撤去）

カラー折板 t=0.8 山高86 (断熱材裏打品）（撤去）

1
7
0

設計GL

X9 X10 X11

4
0
0

4
3
0

1
2
0

1
5
0

8
3
0

2
0
0

1
0
0

1
5
0

3
0

1
2
0

1
5
0

42502800

75705075

2140 2110

450

150

5
0
0

1
5
0

6
5
0

3
01
5
0

1
8
7
0

5
0

1
9
2
0

1
2
0

4
5
5

3
0
0
0

7
0
0

4
1
5
5機械室 男子便所 女子便所

FL

壁: ラスカット下地 +モルタル刷毛引

+アクリル系吹付タイル（撤去）

壁: 木下地 +フレキシブルボード t=5

（撤去）

壁: 木下地 +フレキシブルボード t=5（撤去）

既存基礎との取合い

ケミカルアンカー M12

アンカーボルト M12（撤去）

土間コンクリート t=120

H-200x100

床: 土間コンクリート

+モルタル金ゴテ押え t=30

壁: CB +アクリル系吹付タイル

（撤去）

壁: 防水モルタル

+アクリル系吹付タイル

（撤去）

D10 @300
（撤去）

2-D13
（撤去）

1-D10（既存のまま）

床: 長尺塩ビシート貼

（ノンスリップ）

（撤去）

2-D10

D13 @200

差込みアンカー（既存のまま）

壁: CB +アクリル系吹付タイル

（撤去）

臥梁: モルタル刷毛引

+アクリル系吹付タイル（撤去）

壁: CB +アクリル系吹付タイル（撤去）

壁: 木下地

+フレキシブルボード t=5 +VP（撤去）

カラー折板 t=0.8 山高86 (断熱材裏打品）（撤去）

ラスカット下地 +モルタル刷毛引

+アクリル系吹付タイル（撤去）

和便器（撤去（機械設備工事））

後に、普通コンクリートt=130【新設（溶接金網 CD-6 100x100共）】

上屋（撤去）後、

押出法ポリスチレンフォーム保温材３種b t=50x14【新設】

普通コンクリートt=130【新設（溶接金網 CD-6 100x100共）】

既存

・既存建物竣工当時の既存図面において一部不整合があるため、工事着手前に現

地調査を行い、既設取合部は実測し、設計図書通り行えない場合は、監督員と協

議の上、施工のこと。

・既存仕上げ及び下地が作業に支障をきたす場合は作業範囲まで最小の範囲で撤

去復旧のこと。

・工事範囲外の部分であってもクリーニングを行うこと。

・各アスファルト防水層（撤去部）はアスベスト含有見込みとしており、本工事

内でアスベスト含有建材サンプリング調査を行うこと。調査箇所は3検体（2階屋

上、R階屋上、各階便所）とする。調査の結果、アスベスト含有建材ではないと

判明した場合は設計変更の対象とする。

工事名称

図面内容 図面

区分

特 記 業務番号

一級建築士登録

一級建築士事務所 承 認

建築意匠

図面

番号

ＫＵＪＩ  ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ  ＳＴＵＤＩＯ

会社
株式

審 査 検 図 製 図

縮尺
第３２３３２４号

千葉 聡

埼玉県(1)第11789号

埼玉県さいたま市桜区西堀8−20−27 サニープレイス201号 TEL048-789-6033

埼玉事務所 23110

A3:S=1/60

鶴ヶ島中学校大規模改修工事

A-379【プール棟（解体）】断面詳細図（既存）

倉庫・ロッカー室 断面詳細図 機械室・便所 断面詳細図

便所・手洗場 断面詳細図 ロッカー室 断面詳細図



1
2
5
0

9
0
0

1600

室名・数量

既    

存

型式・見込

材質・仕上

金     物

備   考

符       号

形      状

ガ  ラ  ス

AW
1

機械室,男子便所,女子便所,倉庫,ロッカー室(女子)

引違い窓(汎用)

木枠: OP塗装

クレセント  水切り  木枠用アングル  附属金物一式

5

引違い窓（撤去）

アルミ

FW-6.8

FL

AW
2

ロッカー室（男子・女子）

Fix窓(汎用)

木枠: OP塗装

水切り  木枠用アングル  附属金物一式

4

Fix窓（撤去）

アルミ

FW-6.8

800

4
0
0

2
7
4
5

FL

4
0
0

2
7
4
5

800

AG
1

ロッカー室（男子・女子）

ガラリ(汎用)

木枠: OP塗装

水切り  木枠用アングル  附属金物一式

2

ガラリ（撤去）

アルミ

-

FL

室名・数量

既    

存

型式・見込

材質・仕上

金     物

備   考

符       号

形      状

ガ  ラ  ス

AD
1

倉屋,ロッカー室（男子・女子）

片開き戸

換気ガラリ,SUS製沓摺

シリンダー錠,丁番,握玉,サムターン  DC  附属金物一式

3

片開き戸（撤去）

アルミ

70

FW-6.8

800

2
0
0
0

FL

WD
1

男子便所,女子便所

片開き戸

横手:テープ貼

丁番,取手,戸当り,マグネットキャッチ  附属金物一式

2

片開き戸（撤去）

両面:ポリ合板フラッシュ  枠:木製 +OP

40

-

580

1
8
0
0

FL

1
0
0
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機械室
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換気ガラリ

シリンダー錠,丁番,握玉,サムターン  DC  附属金物一式

1

両開き戸（撤去）
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・既存建物竣工当時の既存図面において一部不整合があるため、工事着手前に現

地調査を行い、既設取合部は実測し、設計図書通り行えない場合は、監督員と協

議の上、施工のこと。

・既存仕上げ及び下地が作業に支障をきたす場合は作業範囲まで最小の範囲で撤

去復旧のこと。

・工事範囲外の部分であってもクリーニングを行うこと。

・各アスファルト防水層（撤去部）はアスベスト含有見込みとしており、本工事

内でアスベスト含有建材サンプリング調査を行うこと。調査箇所は3検体（2階屋

上、R階屋上、各階便所）とする。調査の結果、アスベスト含有建材ではないと

判明した場合は設計変更の対象とする。

工事名称

図面内容 図面

区分

特 記 業務番号

一級建築士登録

一級建築士事務所 承 認

建築意匠

図面

番号

ＫＵＪＩ  ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ  ＳＴＵＤＩＯ

会社
株式

審 査 検 図 製 図

縮尺
第３２３３２４号

千葉 聡

埼玉県(1)第11789号

埼玉県さいたま市桜区西堀8−20−27 サニープレイス201号 TEL048-789-6033

埼玉事務所 23110

A3:S=1/100

鶴ヶ島中学校大規模改修工事

A-380【プール棟（解体）】建具表（既存）

70 70 70
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床: モルタル金ゴテ押え t=30

+長尺塩ビシート貼（ノンスリップ）

（既存のまま）

アルミ製フェンス H=1500（既存のまま）

既存盛土部（水締転圧）（既存のまま）

VU φ75

床: 合成樹脂系塗床材コーティング

（ノンスリップ）（既存のまま）

床: 合成樹脂系塗床材コーティング

（ノンスリップ）

（既存のまま）
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コースライン W=110（既存のまま）

床: 合成樹脂系塗床材コーティング

（ノンスリップ）（既存のまま）

壁: 合成樹脂系塗床材コーティング

（ノンスリップ）（既存のまま）
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床: モルタル金ゴテ押え t=30

+長尺塩ビシート貼（ノンスリップ）

（既存のまま）

アルミ製フェンス H=1500（既存のまま）

既存盛土部（水締転圧）（既存のまま）

長辺側壁（既存のまま） コースライン W=110

（既存のまま）
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（既存のまま）
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床: 防水モルタル（6コース共）（既存のまま）

床: 合成樹脂系塗床材コーティング

（ノンスリップ）（既存のまま）

ノンスリップタイル 2枚貼（6コース共）（既存のまま）

コースナンバータイル 200角
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（既存のまま）

設計GL

X6 X7 X8

4
2
0

500

100400

3
5
0

3
0
0

7
5
0

 
1
5
0

2
0
0

5
0

2
0
0

1
0
0
0

6
5
0

 

180200

1
0
0

2
0
0

1
5
0

1
2
0
0

1
5
0

6
0
0

2
0
0

5
0

2
0
0

500

1
3
5
0

5
0
0

WL WL5M

FL

2
0
0

3
0
0

床: 合成樹脂系塗床材コーティング

（ノンスリップ）（既存のまま）
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（既存のまま）

床: 合成樹脂系塗床材コーティング

（ノンスリップ）（既存のまま）

壁: 合成樹脂系塗床材コーティング

（ノンスリップ）（既存のまま）

距離ライン W=110（既存のまま）

SUS製格子蓋 600x600xt=20

（既存のまま）

砂溜（既存のまま）

スタート側壁（既存のまま）

VU φ75（既存のまま）

VU φ50（既存のまま）
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既存盛土部（水締転圧）

（既存のまま）

WL

アルミ製フェンス H=1500

（既存のまま）

床: 土間コンクリート

+長尺塩ビシート貼

（ノンスリップ）

（既存のまま）
モルタル金ゴテ仕上

（既存のまま）

水抜VPφ30 @2000

（既存のまま）

D10 @250（既存のまま）

D10 @200（交互）

（既存のまま）

D10 タテヨコ@200

（既存のまま）

D13（既存のまま）

既存

・既存建物竣工当時の既存図面において一部不整合があるため、工事着手前に現

地調査を行い、既設取合部は実測し、設計図書通り行えない場合は、監督員と協

議の上、施工のこと。

・既存仕上げ及び下地が作業に支障をきたす場合は作業範囲まで最小の範囲で撤

去復旧のこと。

・工事範囲外の部分であってもクリーニングを行うこと。

・各アスファルト防水層（撤去部）はアスベスト含有見込みとしており、本工事

内でアスベスト含有建材サンプリング調査を行うこと。調査箇所は3検体（2階屋

上、R階屋上、各階便所）とする。調査の結果、アスベスト含有建材ではないと

判明した場合は設計変更の対象とする。

工事名称

図面内容 図面

区分

特 記 業務番号

一級建築士登録

一級建築士事務所 承 認

建築意匠

図面

番号

ＫＵＪＩ  ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ  ＳＴＵＤＩＯ

会社
株式

審 査 検 図 製 図

縮尺
第３２３３２４号

千葉 聡

埼玉県(1)第11789号

埼玉県さいたま市桜区西堀8−20−27 サニープレイス201号 TEL048-789-6033

埼玉事務所 23110

A3:S=1/40

鶴ヶ島中学校大規模改修工事

A-381【プール棟（解体）】プール 詳細図（既存）

スタート側 正面図 S=1:20 コンクリート擁壁 断面詳細図 S=1:20

ターン側 正面図 S=1:20 断面詳細図 S=1:20
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既存

・既存建物竣工当時の既存図面において一部不整合があるため、工事着手前に現

地調査を行い、既設取合部は実測し、設計図書通り行えない場合は、監督員と協

議の上、施工のこと。

・既存仕上げ及び下地が作業に支障をきたす場合は作業範囲まで最小の範囲で撤

去復旧のこと。

・工事範囲外の部分であってもクリーニングを行うこと。

・各アスファルト防水層（撤去部）はアスベスト含有見込みとしており、本工事

内でアスベスト含有建材サンプリング調査を行うこと。調査箇所は3検体（2階屋

上、R階屋上、各階便所）とする。調査の結果、アスベスト含有建材ではないと

判明した場合は設計変更の対象とする。

工事名称

図面内容 図面

区分

特 記 業務番号

一級建築士登録

一級建築士事務所 承 認

建築意匠

図面

番号

ＫＵＪＩ  ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ  ＳＴＵＤＩＯ

会社
株式

審 査 検 図 製 図

縮尺
第３２３３２４号

千葉 聡

埼玉県(1)第11789号

埼玉県さいたま市桜区西堀8−20−27 サニープレイス201号 TEL048-789-6033

埼玉事務所

図示による

23110

鶴ヶ島中学校大規模改修工事

A-382【プール棟（解体）】家具詳細図（既存）

ロッカー室（男子）更衣棚（撤去） S=1:20・1:30

ロッカー室（女子）更衣棚（撤去） S=1:20・1:30

ロッカー室 下駄箱（撤去） S=1:20・1:30

断面詳細図 S=1:20

※家具仕様: 

天板        :ポリエステル化粧合板 フラッシュ t=30

棚板        :ポリエステル化粧合板 フラッシュ t=25

側板・仕切板:ポリエステル化粧合板 フラッシュ t=25

落下防止板  :ポリエステル化粧合板 フラッシュ t=25

背板        :ポリエステル化粧合板 t=4

巾木        :ラワン合板 t=24 +SOP

姿図 S=1:30

※家具仕様: 

天板        :ポリエステル化粧合板 フラッシュ t=30

棚板        :ポリエステル化粧合板 フラッシュ t=25

側板・仕切板:ポリエステル化粧合板 フラッシュ t=25

落下防止板  :ポリエステル化粧合板 フラッシュ t=25

背板        :ポリエステル化粧合板 t=4

巾木        :ラワン合板 t=24 +SOP

※家具仕様: 

天板        :ポリエステル化粧合板 フラッシュ t=30

棚板        :ポリエステル化粧合板 フラッシュ t=25

側板・仕切板:ポリエステル化粧合板 フラッシュ t=25

背板        :ポリエステル化粧合板 t=4

巾木        :ラワン合板 t=24 +SOP

断面詳細図 S=1:20 姿図 S=1:30

断面詳細図 S=1:20 姿図 S=1:30
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壁: CB t=150 +アクリル系吹付タイル

腰壁: コンクリート打放し +アクリル系吹付タイル
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+長尺塩ビシート貼（ノンスリップ）

プールサイド シャワー

200

3
0

1
2
0
1
5
0

床: モルタル金ゴテ押え t=30

+合成樹脂系塗床材コーティング（ノンスリップ）

側溝用SUS製グレーチング（細目タイプ）

床: 土間コンクリート t=120

+長尺塩ビシート貼（ノンスリップ）

配水管（機械設備工事）

D10 タテヨコ @200

設計GL

Y6

2
6
0

1
2
0
0

20 150

170

2
0

FL

1
5
0 3
0

2
0
0

1
2
6
0

600

スタイロフォーム打込 t=20

腰壁: コンクリート打放し +アクリル系吹付タイル

床: モルタル金ゴテ押え t=30

+合成樹脂系塗床材コーティング

（ノンスリップ）

1-D13

D10 @200

2
0
0

1
4
6
0

4
4
0

▽GL+700

1-D13

1-D13

D13 @200

既存
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展開方向

・既存建物竣工当時の既存図面において一部不整合があるため、工事着手前に現

地調査を行い、既設取合部は実測し、設計図書通り行えない場合は、監督員と協

議の上、施工のこと。

・既存仕上げ及び下地が作業に支障をきたす場合は作業範囲まで最小の範囲で撤

去復旧のこと。

・工事範囲外の部分であってもクリーニングを行うこと。

・各アスファルト防水層（撤去部）はアスベスト含有見込みとしており、本工事

内でアスベスト含有建材サンプリング調査を行うこと。調査箇所は3検体（2階屋

上、R階屋上、各階便所）とする。調査の結果、アスベスト含有建材ではないと

判明した場合は設計変更の対象とする。

工事名称

図面内容 図面

区分

特 記 業務番号

一級建築士登録

一級建築士事務所 承 認

建築意匠

図面

番号

ＫＵＪＩ  ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ  ＳＴＵＤＩＯ

会社
株式

審 査 検 図 製 図

縮尺
第３２３３２４号

千葉 聡

埼玉県(1)第11789号

埼玉県さいたま市桜区西堀8−20−27 サニープレイス201号 TEL048-789-6033

埼玉事務所

図示による

23110

鶴ヶ島中学校大規模改修工事

A-383【プール棟（解体）】部分詳細図（１）（既存）

N

シャワー・洗眼台 平面詳細図 S=1:50

Ａ-Ａ’ 断面詳細図 S=1:20

手摺壁 断面詳細図
S=1:20

Ｂ-Ｂ’ 断面詳細図 S=1:20
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既存

・既存建物竣工当時の既存図面において一部不整合があるため、工事着手前に現

地調査を行い、既設取合部は実測し、設計図書通り行えない場合は、監督員と協

議の上、施工のこと。

・既存仕上げ及び下地が作業に支障をきたす場合は作業範囲まで最小の範囲で撤

去復旧のこと。

・工事範囲外の部分であってもクリーニングを行うこと。

・各アスファルト防水層（撤去部）はアスベスト含有見込みとしており、本工事

内でアスベスト含有建材サンプリング調査を行うこと。調査箇所は3検体（2階屋

上、R階屋上、各階便所）とする。調査の結果、アスベスト含有建材ではないと

判明した場合は設計変更の対象とする。

工事名称

図面内容 図面

区分

特 記 業務番号

一級建築士登録

一級建築士事務所 承 認

建築意匠

図面

番号

ＫＵＪＩ  ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ  ＳＴＵＤＩＯ

会社
株式

審 査 検 図 製 図

縮尺
第３２３３２４号

千葉 聡

埼玉県(1)第11789号

埼玉県さいたま市桜区西堀8−20−27 サニープレイス201号 TEL048-789-6033

埼玉事務所

図示による

23110

鶴ヶ島中学校大規模改修工事

A-384【プール棟（解体）】部分詳細図（２）（既存）

アルミ製フェンス（既存のまま） 詳細図  S=1:30

アルミ製庇（撤去） 詳細図  S=1:100・1:30

屋根伏図 S=1:100 立面図 S=1:100

庇基礎断面詳細図 S=1:30

平面図 S=1:100 立面図 S=1:100

アルミ製フェンス扉（既存のまま） 詳細図  S=1:30

立面図 S=1:30

断面詳細図 S=1:30 立面図 S=1:30

※通路側のみ剣先付きとする。

※道路側のみ目隠しネット（既存のまま）

（ポリエチレン1mm目 鳩目付1mx5mx8枚）
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既存

Ｄ Ｂ

Ａ

Ｃ

展開方向

・既存建物竣工当時の既存図面において一部不整合があるため、工事着手前に現

地調査を行い、既設取合部は実測し、設計図書通り行えない場合は、監督員と協

議の上、施工のこと。

・既存仕上げ及び下地が作業に支障をきたす場合は作業範囲まで最小の範囲で撤

去復旧のこと。

・工事範囲外の部分であってもクリーニングを行うこと。

・各アスファルト防水層（撤去部）はアスベスト含有見込みとしており、本工事

内でアスベスト含有建材サンプリング調査を行うこと。調査箇所は3検体（2階屋

上、R階屋上、各階便所）とする。調査の結果、アスベスト含有建材ではないと

判明した場合は設計変更の対象とする。

工事名称

図面内容 図面

区分

特 記 業務番号

一級建築士登録

一級建築士事務所 承 認

建築意匠

図面

番号

ＫＵＪＩ  ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ  ＳＴＵＤＩＯ

会社
株式

審 査 検 図 製 図

縮尺
第３２３３２４号

千葉 聡

埼玉県(1)第11789号

埼玉県さいたま市桜区西堀8−20−27 サニープレイス201号 TEL048-789-6033

埼玉事務所 23110

A3:S=1/50

鶴ヶ島市立鶴ヶ島中学校大規模改修工事

A-385【部室棟（解体）】平面図（既存）

N
１階平面図 ２階平面図

屋根伏図
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既存

・既存建物竣工当時の既存図面において一部不整合があるため、工事着手前に現

地調査を行い、既設取合部は実測し、設計図書通り行えない場合は、監督員と協

議の上、施工のこと。

・既存仕上げ及び下地が作業に支障をきたす場合は作業範囲まで最小の範囲で撤

去復旧のこと。

・工事範囲外の部分であってもクリーニングを行うこと。

・各アスファルト防水層（撤去部）はアスベスト含有見込みとしており、本工事

内でアスベスト含有建材サンプリング調査を行うこと。調査箇所は3検体（2階屋

上、R階屋上、各階便所）とする。調査の結果、アスベスト含有建材ではないと

判明した場合は設計変更の対象とする。

工事名称

図面内容 図面

区分

特 記 業務番号

一級建築士登録

一級建築士事務所 承 認

建築意匠

図面

番号

ＫＵＪＩ  ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ  ＳＴＵＤＩＯ

会社
株式

審 査 検 図 製 図

縮尺
第３２３３２４号

千葉 聡

埼玉県(1)第11789号

埼玉県さいたま市桜区西堀8−20−27 サニープレイス201号 TEL048-789-6033

埼玉事務所 23110

A3:S=1/50

鶴ヶ島市立鶴ヶ島中学校大規模改修工事

A-386【部室棟（解体）】立面図（既存）

南側立面図 東側立面図

北側立面図 西側立面図

断面図（１） 断面図（２）
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既存

・既存建物竣工当時の既存図面において一部不整合があるため、工事着手前に現

地調査を行い、既設取合部は実測し、設計図書通り行えない場合は、監督員と協

議の上、施工のこと。

・既存仕上げ及び下地が作業に支障をきたす場合は作業範囲まで最小の範囲で撤

去復旧のこと。

・工事範囲外の部分であってもクリーニングを行うこと。

・各アスファルト防水層（撤去部）はアスベスト含有見込みとしており、本工事

内でアスベスト含有建材サンプリング調査を行うこと。調査箇所は3検体（2階屋

上、R階屋上、各階便所）とする。調査の結果、アスベスト含有建材ではないと

判明した場合は設計変更の対象とする。

工事名称

図面内容 図面

区分

特 記 業務番号

一級建築士登録

一級建築士事務所 承 認

建築意匠

図面

番号

ＫＵＪＩ  ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ  ＳＴＵＤＩＯ

会社
株式

審 査 検 図 製 図

縮尺
第３２３３２４号

千葉 聡

埼玉県(1)第11789号

埼玉県さいたま市桜区西堀8−20−27 サニープレイス201号 TEL048-789-6033

埼玉事務所 23110

A3:S=1/60

鶴ヶ島市立鶴ヶ島中学校大規模改修工事

A-387【部室棟（解体）】矩計図（既存）

矩計図（１） 矩計図（２）

廊下 スチール製手摺 部分詳細図
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既存

・既存建物竣工当時の既存図面において一部不整合があるため、工事着手前に現

地調査を行い、既設取合部は実測し、設計図書通り行えない場合は、監督員と協

議の上、施工のこと。

・既存仕上げ及び下地が作業に支障をきたす場合は作業範囲まで最小の範囲で撤

去復旧のこと。

・工事範囲外の部分であってもクリーニングを行うこと。

・各アスファルト防水層（撤去部）はアスベスト含有見込みとしており、本工事

内でアスベスト含有建材サンプリング調査を行うこと。調査箇所は3検体（2階屋

上、R階屋上、各階便所）とする。調査の結果、アスベスト含有建材ではないと

判明した場合は設計変更の対象とする。

工事名称

図面内容 図面

区分

特 記 業務番号

一級建築士登録

一級建築士事務所 承 認

建築意匠

図面

番号

ＫＵＪＩ  ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ  ＳＴＵＤＩＯ

会社
株式

審 査 検 図 製 図

縮尺
第３２３３２４号

千葉 聡

埼玉県(1)第11789号

埼玉県さいたま市桜区西堀8−20−27 サニープレイス201号 TEL048-789-6033

埼玉事務所

図示による

23110

鶴ヶ島市立鶴ヶ島中学校大規模改修工事

A-388【部室棟（解体）】階段詳細図（既存）

A-A' 断面詳細図 S=1/30 B-B' 断面詳細図 S=1/30

階段平面詳細図 S=1/30 部分詳細図 S=1/10 ベンチ詳細図 S=1/30



X1

X1

Y1 Y1

X2'

X2'

X2

X2

X3

X3

X4

X4

Y2 Y2

Y3 Y3

女子便所

器具庫(１)

教員室

器具庫(２)

1155 1700 1295 1200 1825 575 1000 1300 700 1300 1000

7750 5300

13050

2
2
5

9
0
0

1
4
2
5

2
2
2
5

1
3
0
0

1
4
2
5

650 800 650 800 650 850 650

120

100 1350

120

100 1350 100

120 120

4150 1200 2400 1450 900 2950

13050

175 800 225 975 1100 325

25 15 682 15 25

2
5

1
5
6
0
0
1
5

2
5

1
0
2
5

1
4
5
0

7
5

6
2
5

1
3
0
0

1
1
0
0

1
3
0
0

6
2
5

7
5
0
0

7
5
0
0

1720 1675 1675 1630 900

1
4
2
0

1
3
0
0

1
2
5
5

9
0
0

棚

棚

800

8
0
0

+480

+500

+330

90

+390

+390

シャワー

1
2
0

5
5
0

1350

X1

X1

X2'

X2'

X2

X2

Y3 Y3

Y4 Y4

部室

150 650 950 650 875

4150 1200

3
3
5
0

2
5
5
0

1
0
2
5

1
7
0
0

6
2
5

6
2
5

9
0
0

1
0
2
5 1
2
0 1
5
7
5

8
0
0

1
7
5

1
0
2
5

1
3
0
0

1
0
2
5

3
3
5
0

2
5
5
0

4150 1200

5350

30 490 25 490 25 490

30 30

490 25 490 25 490 25 490

30 30

720 25 720 30

+480

1
2
0

男子便所
+480

120

50 1595 50

1695

1
0
0 1
5

1
0
0 1
5

1
0
0 1
5

1
0
0 1
5

1
0
0 1
5

1
0
0

6
7
5

スノコ

120

100

5
5
0

120

1500 100 1500

8
1
0

1
0
0

既存

Ｄ Ｂ

Ａ

Ｃ

展開方向

・既存建物竣工当時の既存図面において一部不整合があるため、工事着手前に現

地調査を行い、既設取合部は実測し、設計図書通り行えない場合は、監督員と協

議の上、施工のこと。

・既存仕上げ及び下地が作業に支障をきたす場合は作業範囲まで最小の範囲で撤

去復旧のこと。

・工事範囲外の部分であってもクリーニングを行うこと。

・各アスファルト防水層（撤去部）はアスベスト含有見込みとしており、本工事

内でアスベスト含有建材サンプリング調査を行うこと。調査箇所は3検体（2階屋

上、R階屋上、各階便所）とする。調査の結果、アスベスト含有建材ではないと

判明した場合は設計変更の対象とする。

工事名称

図面内容 図面

区分

特 記 業務番号

一級建築士登録

一級建築士事務所 承 認

建築意匠

図面

番号

ＫＵＪＩ  ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ  ＳＴＵＤＩＯ

会社
株式

審 査 検 図 製 図

縮尺
第３２３３２４号

千葉 聡

埼玉県(1)第11789号

埼玉県さいたま市桜区西堀8−20−27 サニープレイス201号 TEL048-789-6033

埼玉事務所 23110

A3:S=1/60

鶴ヶ島市立鶴ヶ島中学校大規模改修工事

A-389【部室棟（解体）】平面詳細図（既存）

１階 平面詳細図（１）

１階 平面詳細図（２）

N



2SL

X3 X4
A

3
0
5
0

3
6
0

C
H
=
2
6
0
0

9
0

5300

8
5
0

WD
1

Y1Y2Y3
B

2550 4950

1
52
5

15 25

2
5

1
5

9
5
0

1
1
4
0

9
5
0

1
1
4
0

9
5
0

6
0

1
0
8
0

7500

SD
4

AW
2

AW
2

X3X4
C

5300

1
0
8
0

6
0

9
5
0

1
1
4
0

9
5
0

1
1
4
0

9
5
0

AW
2

AW
2

Y1 Y2 Y3
D

4950 2550

7500

9
5
0

6
0

1
0
8
0

1
8
0
0

1
1
0

2SL

X2 X3A

2400

2
5

1
5

2
0
1
5

1525

2
9
0
0

SD
5

Y2Y3 B

2550

2
0
5
0

X2X3 C

2400

2SL

Y2 Y3D

2550

2SL

X1 X2' X2 X3A

4150 1200 2400

7750

3
2
0
0 9
5
0

6
0

1
3
2
0

9
0
0

9
0
0

1
0
06
1
0

Y1Y2 B

4950

X1X2'X2X3 C

415012002400

7750

2
3
2
0

2
3
5
0

1
3
2
0

6
0

9
5
0

SD
3

SD
3

2SL

Y1 Y2D

4950

2SL

X1 X2' X2A

4150 1200

1
5
0

1
0
0

1
1
0
0

5
5

7
9
5

2
8
7
0

1
5
0

C
H
=
2
7
2
0

5350

Y5Y6 B

3350

2
0
2
0

SD
1

X1X2'X2 C

41501200

5350

8
0
0

5
0

1
1
0
0

1
0
0 1
5
0

Y5 Y6D

3350

AW
1

既存

・既存建物竣工当時の既存図面において一部不整合があるため、工事着手前に現

地調査を行い、既設取合部は実測し、設計図書通り行えない場合は、監督員と協

議の上、施工のこと。

・既存仕上げ及び下地が作業に支障をきたす場合は作業範囲まで最小の範囲で撤

去復旧のこと。

・工事範囲外の部分であってもクリーニングを行うこと。

・各アスファルト防水層（撤去部）はアスベスト含有見込みとしており、本工事

内でアスベスト含有建材サンプリング調査を行うこと。調査箇所は3検体（2階屋

上、R階屋上、各階便所）とする。調査の結果、アスベスト含有建材ではないと

判明した場合は設計変更の対象とする。

工事名称

図面内容 図面

区分

特 記 業務番号

一級建築士登録

一級建築士事務所 承 認

建築意匠

図面

番号

ＫＵＪＩ  ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ  ＳＴＵＤＩＯ

会社
株式

審 査 検 図 製 図

縮尺
第３２３３２４号

千葉 聡

埼玉県(1)第11789号

埼玉県さいたま市桜区西堀8−20−27 サニープレイス201号 TEL048-789-6033

埼玉事務所 23110

A3:S=1/100

鶴ヶ島市立鶴ヶ島中学校大規模改修工事

A-390【部室棟（解体）】展開図（１）（既存）

教員室、兼ミーティングルーム

器具庫 (1)

器具庫 (2) 

男子テニス部
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既存

・既存建物竣工当時の既存図面において一部不整合があるため、工事着手前に現

地調査を行い、既設取合部は実測し、設計図書通り行えない場合は、監督員と協

議の上、施工のこと。

・既存仕上げ及び下地が作業に支障をきたす場合は作業範囲まで最小の範囲で撤

去復旧のこと。

・工事範囲外の部分であってもクリーニングを行うこと。

・各アスファルト防水層（撤去部）はアスベスト含有見込みとしており、本工事

内でアスベスト含有建材サンプリング調査を行うこと。調査箇所は3検体（2階屋

上、R階屋上、各階便所）とする。調査の結果、アスベスト含有建材ではないと

判明した場合は設計変更の対象とする。

工事名称

図面内容 図面

区分

特 記 業務番号

一級建築士登録

一級建築士事務所 承 認

建築意匠

図面

番号

ＫＵＪＩ  ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ  ＳＴＵＤＩＯ

会社
株式

審 査 検 図 製 図

縮尺
第３２３３２４号

千葉 聡

埼玉県(1)第11789号

埼玉県さいたま市桜区西堀8−20−27 サニープレイス201号 TEL048-789-6033

埼玉事務所 23110

A3:S=1/100

鶴ヶ島市立鶴ヶ島中学校大規模改修工事

A-391【部室棟（解体）】展開図（２）（既存）

男子便所

女子便所
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既存

Ｄ Ｂ

Ａ

Ｃ

展開方向

・既存建物竣工当時の既存図面において一部不整合があるため、工事着手前に現

地調査を行い、既設取合部は実測し、設計図書通り行えない場合は、監督員と協

議の上、施工のこと。

・既存仕上げ及び下地が作業に支障をきたす場合は作業範囲まで最小の範囲で撤

去復旧のこと。

・工事範囲外の部分であってもクリーニングを行うこと。

・各アスファルト防水層（撤去部）はアスベスト含有見込みとしており、本工事

内でアスベスト含有建材サンプリング調査を行うこと。調査箇所は3検体（2階屋

上、R階屋上、各階便所）とする。調査の結果、アスベスト含有建材ではないと

判明した場合は設計変更の対象とする。

工事名称

図面内容 図面

区分

特 記 業務番号

一級建築士登録

一級建築士事務所 承 認

建築意匠

図面

番号

ＫＵＪＩ  ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ  ＳＴＵＤＩＯ

会社
株式

審 査 検 図 製 図

縮尺
第３２３３２４号

千葉 聡

埼玉県(1)第11789号

埼玉県さいたま市桜区西堀8−20−27 サニープレイス201号 TEL048-789-6033

埼玉事務所 23110

A3:S=1/200

鶴ヶ島市立鶴ヶ島中学校大規模改修工事

A-392【部室棟（解体）】建具キープラン（既存）

１階 建具キープラン ２階 建具キープラン N
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・既存建物竣工当時の既存図面において一部不整合があるため、工事着手前に現

地調査を行い、既設取合部は実測し、設計図書通り行えない場合は、監督員と協

議の上、施工のこと。

・既存仕上げ及び下地が作業に支障をきたす場合は作業範囲まで最小の範囲で撤

去復旧のこと。

・工事範囲外の部分であってもクリーニングを行うこと。

・各アスファルト防水層（撤去部）はアスベスト含有見込みとしており、本工事

内でアスベスト含有建材サンプリング調査を行うこと。調査箇所は3検体（2階屋

上、R階屋上、各階便所）とする。調査の結果、アスベスト含有建材ではないと

判明した場合は設計変更の対象とする。

工事名称

図面内容 図面

区分

特 記 業務番号

一級建築士登録

一級建築士事務所 承 認

建築意匠

図面

番号

ＫＵＪＩ  ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ  ＳＴＵＤＩＯ

会社
株式

審 査 検 図 製 図

縮尺
第３２３３２４号

千葉 聡

埼玉県(1)第11789号

埼玉県さいたま市桜区西堀8−20−27 サニープレイス201号 TEL048-789-6033

埼玉事務所 23110

A3:S=1/100

鶴ヶ島市立鶴ヶ島中学校大規模改修工事

A-393【部室棟（解体）】建具表（既存）

場所 ・ 箇数
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付 属 金 物

備   考

符号 ・ 型式

姿図 ・ 寸法

引違い窓

部室・10

アルミ・70

網入型板ガラス t=6.8

クレセント、アルミ水切、木枠用アングル、付属金物一式

ガラリ

符号 ・ 型式

符号 ・ 型式

引違い窓

教員室・4

アルミ・70

網入型板ガラス t=6.8

クレセント、アルミ水切、木枠用アングル、付属金物一式

引違い窓

器具庫（１）・1

アルミ・70

網入型板ガラス t=6.8

クレセント、アルミ水切、付属金物一式

引違い窓

便所・2

アルミ・70

網入型板ガラス t=6.8

クレセント、アルミ水切、付属金物一式

面格子

部室・5

スチール+SOP（枠:45□x2.3、格子:25□x1.6@120）・45

ー

取付アングル、取付ボルト、付属金物一式

面格子

教員室、器具庫（１）・5

スチール+SOP（枠:45□x2.3、格子:25□x1.6@120）・45

ー

取付アングル、取付ボルト、付属金物一式

面格子

便所・2

スチール+SOP（枠:45□x2.3、格子:25□x1.6@120）・45

ー

取付アングル、取付ボルト、付属金物一式

ハンガードア

部室・10

スチール+SOP（ボンデ鋼板t=0.8）・40

網入型板ガラス t=6.8

上下レール、引手、引戸錠、シリンダー、サムターン、付属金物一式

ガラリ

ハンガードア

器具庫（１）・2

スチール+SOP（ボンデ鋼板t=0.8）・40

網入型板ガラス t=6.8

上下レール、引手、引戸錠、シリンダー、サムターン、付属金物一式

ガラリ

教員室・1

スチール+SOP（ボンデ鋼板t=0.8）・40

網入型板ガラス t=6.8

丁番、握玉シリンダー錠、サムターン、フランス落とし、付属金物一式

ガラリ

親子開き戸

器具庫（２）・1

スチール+SOP（ボンデ鋼板t=0.8）・40

網入型板ガラス t=6.8

丁番、握玉シリンダー錠、サムターン、フランス落とし、付属金物一式

ガラリ

親子開き戸

便所・2

スチール+SOP（ボンデ鋼板t=0.8）・40

網入型板ガラス t=6.8

丁番、握玉シリンダー錠、サムターン、フランス落とし、付属金物一式

ガラリ

片開き戸
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カラー鉄板ｔ0.4加工

屋根：カラー鉄板ｔ0.6

・既存建物竣工当時の既存図面において一部不整合があるため、工事着手前に現

地調査を行い、既設取合部は実測し、設計図書通り行えない場合は、監督員と協

議の上、施工のこと。

・既存仕上げ及び下地が作業に支障をきたす場合は作業範囲まで最小の範囲で撤

去復旧のこと。

・工事範囲外の部分であってもクリーニングを行うこと。

・各アスファルト防水層（撤去部）はアスベスト含有見込みとしており、本工事

内でアスベスト含有建材サンプリング調査を行うこと。調査箇所は3検体（2階屋

上、R階屋上、各階便所）とする。調査の結果、アスベスト含有建材ではないと

判明した場合は設計変更の対象とする。

工事名称

図面内容 図面

区分

特 記 業務番号

一級建築士登録

一級建築士事務所 承 認

建築意匠

図面

番号

ＫＵＪＩ  ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ  ＳＴＵＤＩＯ

会社
株式

審 査 検 図 製 図

縮尺
第３２３３２４号

千葉 聡

埼玉県(1)第11789号

埼玉県さいたま市桜区西堀8−20−27 サニープレイス201号 TEL048-789-6033

埼玉事務所

図示による

23110

鶴ヶ島市立鶴ヶ島中学校大規模改修工事

A-394【部室棟（解体）】雜詳細図（既存）

水飲場・足洗場平面図 S=1/40 A-A' 断面詳細図 S=1/40 B-B' 断面詳細図 S=1/40

木間仕切詳細図 S=1/60 折板とCBの取合詳細図 S=1/40 家具（教員室）詳細図 S=1/40

※特記

・棚板：ラワン合板フラッシュ t=30 +OP

・側板：ラワン合板フラッシュ t=30 +OP

・裏板：ラワン合板 t=4.0 +OP

・金物：スライド丁番（キャッチ付）、ダボ金物、ツマミ


	01.建築_4
	鶴ヶ島中学校大規模改修工事 - シート - A-368
	シートとシート ビュー
	26



	A-369.pdf
	シートとシート ビュー
	26


	A-370.pdf
	シートとシート ビュー
	26


	01.建築_4
	鶴ヶ島中学校大規模改修工事 - シート - A-371

	01.建築_4
	鶴ヶ島中学校大規模改修工事 - シート - A-372

	01.建築_4
	鶴ヶ島中学校大規模改修工事 - シート - A-373

	01.建築_4
	鶴ヶ島中学校大規模改修工事 - シート - A-376

	01.建築_4
	鶴ヶ島中学校大規模改修工事 - シート - A-377 - 【プール棟（解体）】平面図・立面図（既存）

	01.建築_4
	鶴ヶ島中学校大規模改修工事 - シート - A-378 - 【プール棟（解体）】平面詳細図等（既存）

	01.建築_4
	鶴ヶ島中学校大規模改修工事 - シート - A-379 - 【プール棟（解体）】断面詳細図（既存）

	01.建築_4
	鶴ヶ島中学校大規模改修工事 - シート - A-380 - 【プール棟（解体）】建具表（既存）

	01.建築_4
	鶴ヶ島中学校大規模改修工事 - シート - A-381 - 【プール棟（解体）】プール 詳細図（既存）

	01.建築_4
	鶴ヶ島中学校大規模改修工事 - シート - A-382 - 【プール棟（解体）】家具詳細図（既存）

	01.建築_4
	鶴ヶ島中学校大規模改修工事 - シート - A-383 - 【プール棟（解体）】部分詳細図（１）（既存）

	01.建築_4
	鶴ヶ島中学校大規模改修工事 - シート - A-384 - 【プール棟（解体）】部分詳細図（２）（既存）

	01.建築_4
	鶴ヶ島中学校大規模改修工事 - シート - A-385 - 【部室棟（解体）】平面図（既存）

	01.建築_4
	鶴ヶ島中学校大規模改修工事 - シート - A-386 - 【部室棟（解体）】立面図（既存）

	01.建築_4
	鶴ヶ島中学校大規模改修工事 - シート - A-387 - 【部室棟（解体）】矩計図（既存）

	01.建築_4
	鶴ヶ島中学校大規模改修工事 - シート - A-388 - 【部室棟（解体）】階段詳細図（既存）

	01.建築_4
	鶴ヶ島中学校大規模改修工事 - シート - A-389 - 【部室棟（解体）】平面詳細図（既存）

	01.建築_4
	鶴ヶ島中学校大規模改修工事 - シート - A-390 - 【部室棟（解体）】展開図（１）（既存）

	01.建築_4
	鶴ヶ島中学校大規模改修工事 - シート - A-391 - 【部室棟（解体）】展開図（２）（既存）

	01.建築_4
	鶴ヶ島中学校大規模改修工事 - シート - A-392 - 【部室棟（解体）】建具キープラン（既存）

	01.建築_4
	鶴ヶ島中学校大規模改修工事 - シート - A-393 - 【部室棟（解体）】建具表（既存）

	01.建築_4
	鶴ヶ島中学校大規模改修工事 - シート - A-394 - 【部室棟（解体）】雜詳細図（既存）


